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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第65期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 15,561,009 5,202,506 21,507,980

経常利益又は経常損失（△） (千円) 227,851 56,238 △506,300

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(千円) 140,174 △7,381 △783,871

純資産額 (千円) ― 7,834,629 7,774,463

総資産額 (千円) ― 20,069,433 21,259,483

１株当たり純資産額 (円) ― 162.49 161.30

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期（当期）純損
失（△）

(円) 2.92 △0.15 △16.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― 38.9 36.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △23,823 ― 1,094,877

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 280,147 ― △945,837

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △234,296 ― 332,638

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,407,853 1,404,211

従業員数 (名) ― 499 515

(注)　1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2　第66期第３四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在

しないため、また、第66期第３四半期連結会計期間及び第65期においては、１株当たり四半期（当期）純損失で

あり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　平成20年12月31日現在

従業員数(名) 499（121）

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

います。

　

　

(2) 提出会社の状況

　平成20年12月31日現在

従業員数(名) 382（181）

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載していま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

合成樹脂加工品事業 2,587,545

合計 2,587,545

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の生産実績の金額は、製造原価によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

合成樹脂加工品事業 1,306,997

合計 1,306,997

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の商品仕入実績の金額は、実際仕入原価によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当社グループは、見込生産を行っているため、該当事項はありません。

　

(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

合成樹脂加工品事業 5,013,247

不動産賃貸事業 129,489

その他事業 59,770

合計 5,202,506

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績は、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10未満であるため記載を省略

しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した世界的な
金融市場の深刻化や、株式市場の低迷、急激な円高などにより景気は極めて厳しい状況で推移しました。
　建設業界及び合成樹脂加工品業界におきましては、需要の低迷と販売競争の激化等により引き続き厳しい
状況が続いております。
　当社グループはこのような状況の下、販売価格是正に取り組むとともに営業力の強化と積極的な販売活動
に努めてまいりました結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、52億２百万円となりました。
　損益面につきましては、当第３四半期連結会計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減な
どの諸施策を実施してまいりました結果、営業利益は１億36百万円、経常利益は56百万円となりましたが、
四半期純損失は７百万円となりました。

事業のセグメント別の状況は次のとおりです。

［合成樹脂加工品事業］

　主力の建材製品は、防水用途向けや輸出用床材が売上増になったものの、国内床材が売上減となりました。

また、産業資材製品は、車両用床材及び欧米向けフイルムが売上減となりました。

　この結果、売上高は50億13百万円、営業利益は31百万円となりました。

［不動産賃貸事業］

　不動産賃貸事業については、売上高は１億29百万円、営業利益は93百万円となりました。

［その他事業］

　株式会社ロンエスの業務受託が主なもので売上高は59百万円、営業利益は11百万円となりました。

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より11億90百万円減少し、200億69百万円
となりました。その主な原因といたしましては、受取手形及び売掛金が７億円減少したことによるもので
す。
　負債の部では、前連結会計年度末より12億50百万円減少し、122億34百万円となりました。その主な原因と
いたしましては、買掛金が６億80百万円減少したことによるものです。
　純資産の部では、前連結会計年度末より60百万円増加し、78億34百万円となりました。その主な原因といた
しましては、利益剰余金が１億40百万円増加したことによるものです。
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(3)　キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ３百万円増加し、当第３四半期連結累計期間末は14億７百万円となりました。各キャッシュ・フロー

の状況と原因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、減少した資金は１億68百万円となりました。これは主にたな卸資産の増加によるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は56百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、減少した資金は１億９百万円となりました。これは主に預り保証金の返済（その他）に

よるものです。

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は72百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,253,094  同左
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

計 48,253,094  同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ─ 48,253,094 ─ 5,007,917 ─ 4,120,573
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 
                       (注)１

（自己保有株式）
― 単元株式数　1,000株

 普通株式 178,000

完全議決権株式(その他)
　　　　　　　　　　　 (注)２

 普通株式 47,584,000 47,584 同上

単元未満株式
                       (注)
３

 普通株式 491,094 ― ―

発行済株式総数 48,253,094 ― ―

総株主の議決権 ― 47,584 ―

(注)　１　「完全議決権株式（自己株式等)」の178,000株は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「完全議決権株式（その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権の数４個)、株主　

　　名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式500株が含まれています。

３　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式が940株含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ロンシール工業㈱
東京都墨田区緑四丁目
15番３号

178,000─ 178,000 0.37

計 ― 178,000─ 178,000 0.37

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が500株あります。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 89 92 164 216 211 195 166 152 162

最低(円) 74 82 86 134 153 111 83 102 119

(注)株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1)役職の異動 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏　名 異動年月日

常務取締役
壁装事業部長

経営管理部　大阪支店担当

常務取締役
壁装事業部長

経営管理部　大阪支店関与
井﨑　一夫 平成20年10月１日

常務取締役
人事・総務部　経理部
購買部　監査室担当

常務取締役
監査室担当

人事・総務部　購買部関与
大貫　彰 平成20年10月１日

常務取締役
土浦事業所長

設備環境管理部　品質保証部
研究・開発部担当

常務取締役
土浦事業所長

設備環境管理部　品質保証部担当
研究・開発部関与

前川　久哉 平成20年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１

項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年

10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,430,076 1,445,177

受取手形及び売掛金 ※３
 6,258,756 6,959,555

商品及び製品 3,103,013 2,516,377

仕掛品 64,846 70,492

原材料及び貯蔵品 599,078 539,006

その他 306,375 484,982

貸倒引当金 △14,395 △16,347

流動資産合計 11,747,750 11,999,245

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,574,724 9,611,491

機械装置及び運搬具 10,073,600 11,009,483

工具、器具及び備品 3,524,737 3,490,906

土地 2,434,412 2,645,775

建設仮勘定 142,894 463,496

減価償却累計額 △18,790,366 △19,501,715

有形固定資産合計 6,960,003 7,719,437

無形固定資産

その他 117,562 141,219

無形固定資産合計 117,562 141,219

投資その他の資産

投資有価証券 365,074 427,237

その他 933,368 1,017,711

貸倒引当金 △54,325 △45,367

投資その他の資産合計 1,244,117 1,399,581

固定資産合計 8,321,683 9,260,237

資産合計 20,069,433 21,259,483
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 4,431,772 4,962,730

短期借入金 2,540,000 2,314,000

未払法人税等 36,911 50,636

賞与引当金 96,284 200,332

その他 1,485,655 1,830,811

流動負債合計 8,590,625 9,358,511

固定負債

長期借入金 1,265,000 1,436,000

長期預り保証金 1,917,276 2,170,927

引当金 114,196 196,067

その他 347,706 323,513

固定負債合計 3,644,178 4,126,508

負債合計 12,234,804 13,485,019

純資産の部

株主資本

資本金 5,007,917 5,007,917

資本剰余金 4,120,573 4,120,573

利益剰余金 △1,170,889 △1,311,063

自己株式 △27,788 △25,267

株主資本合計 7,929,813 7,792,160

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △37,734 1,089

為替換算調整勘定 △81,248 △37,010

評価・換算差額等合計 △118,983 △35,921

少数株主持分 23,798 18,224

純資産合計 7,834,629 7,774,463

負債純資産合計 20,069,433 21,259,483
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 15,561,009

売上原価 10,926,602

売上総利益 4,634,406

販売費及び一般管理費 ※
 4,300,996

営業利益 333,410

営業外収益

受取利息 406

受取配当金 10,558

不動産賃貸料 49,886

その他 17,096

営業外収益合計 77,948

営業外費用

支払利息 81,392

退職給付費用 66,956

為替差損 25,864

その他 9,292

営業外費用合計 183,506

経常利益 227,851

特別利益

固定資産売却益 178,881

特別利益合計 178,881

特別損失

固定資産売却損 43,979

固定資産除却損 9,442

その他 8,622

特別損失合計 62,044

税金等調整前四半期純利益 344,689

法人税、住民税及び事業税 130,807

法人税等調整額 65,804

法人税等合計 196,612

少数株主利益 7,903

四半期純利益 140,174
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,202,506

売上原価 3,643,212

売上総利益 1,559,293

販売費及び一般管理費 ※
 1,422,321

営業利益 136,972

営業外収益

受取利息 190

受取配当金 1,413

不動産賃貸料 15,984

その他 8,238

営業外収益合計 25,826

営業外費用

支払利息 20,610

退職給付費用 22,318

為替差損 60,628

その他 3,001

営業外費用合計 106,559

経常利益 56,238

特別利益

固定資産売却益 1,188

貸倒引当金戻入額 1,594

特別利益合計 2,783

特別損失

固定資産除却損 72

特別損失合計 72

税金等調整前四半期純利益 58,949

法人税、住民税及び事業税 34,630

法人税等調整額 30,369

法人税等合計 64,999

少数株主利益 1,331

四半期純利益 △7,381
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 344,689

減価償却費 641,094

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,589

賞与引当金の増減額（△は減少） △104,047

その他の引当金の増減額（△は減少） △81,871

受取利息及び受取配当金 △10,965

支払利息 81,392

有形固定資産売却損益（△は益） △134,902

有形固定資産除却損 9,442

為替差損益（△は益） 7,740

売上債権の増減額（△は増加） 667,598

たな卸資産の増減額（△は増加） △685,919

仕入債務の増減額（△は減少） △485,813

その他 △73,599

小計 182,426

利息及び配当金の受取額 10,763

利息の支払額 △76,945

手形売却に伴う支払額 △712

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △139,355

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,823

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △175,826

有形固定資産の売却による収入 449,579

投資有価証券の取得による支出 △1,475

その他 7,869

投資活動によるキャッシュ・フロー 280,147

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △45,000

少数株主への配当金の支払額 △5,009

その他 △284,287

財務活動によるキャッシュ・フロー △234,296

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,385

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,641

現金及び現金同等物の期首残高 1,404,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,407,853
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計方針の変更

　リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企

業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18

日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理から通常

の売買処理に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上することにしております。

　また、リース資産の減価償却方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算出する方法によって

おります。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

処理に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　この変更により、損益に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化がな

　　いと認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　たな卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会計期

　間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

　によっております。

 

４　重要性が乏しい連結会社の税金費用の計算

重要性が乏しい連結会社の税金費用については、前連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の法人税等の負担率を算定し、税引前四半期純利益に当該負担率を乗じて計算しております。

５　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

　　連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権と債

務を相殺消去しております。

連結会社相互間の取引の相殺消去

　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相殺消

去しております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

 

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　役員退職慰労引当金

当社は、平成20年６月27日開催の定時株主総会において、取締役及び監査役の退職慰労金制度廃止に伴う打切

支給を決議しており、それに伴い当該決議以前から在籍している役員に対する支給予定額56,820千円を固定負

債の「その他」に含めております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１　受取手形割引高 41,646千円１　受取手形割引高 128,500千円

　２　偶発債務(保証債務)

下記の銀行借入金等に対して、債務保証を行って

います。

保証先 保証額

従業員(住宅資金) 3,619千円

 ※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

    ついては、手形交換日をもって決済処理しており

    ます。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

    関の休日であったため、次の当第３四半期連結会

    計期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残

　　高に含まれております。

    　受取手形　　　　　　　　　　　　221,395千円　　　

    　支払手形　　　　　　　　　　　  　　847千円

　２　偶発債務(保証債務)

下記の銀行借入金等に対して、債務保証を行って

います。

保証先 保証額

従業員(住宅資金) 4,538千円

※３　　──────────────────
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与・賞与　　　　　　　　　　  1,114,157千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　　 　　65,416千円

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与・賞与　　　　　　　　　　    399,733千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　 65,416千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,430,076千円

預入期間が３か月超の定期預金等 △22,223千円

現金及び現金同等物 1,407,853千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 48,253,094

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 184,563

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　 該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　　 該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりま

せん。

　

(リース取引関係)　

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

区分 種類

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日) 前連結会計年度末(平成20年３月31日)

契約額等
(千円)

契約額等の
うち１年超
(千円)

時価
(千円)

評価損益
(千円)

契約額等
(千円)

契約額等の
うち１年超
(千円)

時価
(千円)

評価損益
(千円)

市場取
引以外
の取引

金利スワップ取引
 支払固定・受取変動

─ ― ─ ─ 500,000 ─ △1,484△1,484

　　合計 ─ ― ─ ─ 500,000 ─ △1,484△1,484

(注)　１　時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

２　ヘッジ会計が適用されているものについては、記載の対象から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

21/29



(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
合成樹脂
加工品事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,013,247129,48959,7705,202,506 ─ 5,202,506

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 42,667 42,667(42,667) ─

計 5,013,247129,489102,4375,245,173(42,667)5,202,506

営業利益 31,512 93,846 11,613136,972 ─ 136,972

(注)　１　事業区分の方法

　　事業は、内部管理上採用している区分によっています。

２　各区分に属する主要品目

事業区分 主要品目

合成樹脂加工品事業 建築用床材、防水用屋根材、壁装材、食品容器用シート、接着剤等

不動産賃貸事業 ショッピングセンター施設

その他事業 業務の受託

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
合成樹脂
加工品事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

15,028,886373,359158,76315,561,009 ― 15,561,009

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 124,324124,324(124,324) ―

計 15,028,886373,359283,08715,685,333(124,324)15,561,009

営業利益 60,148266,388 6,873 333,410 ─ 333,410

(注)　１　事業区分の方法

　　事業は、内部管理上採用している区分によっています。

２　各区分に属する主要品目

事業区分 主要品目

合成樹脂加工品事業 建築用床材、防水用屋根材、壁装材、食品容器用シート、接着剤等

不動産賃貸事業 ショッピングセンター施設

その他事業 業務の受託
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【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）
　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載
を省略しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

北米 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 369,968 77,760 116,393 6,554 570,676

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 5,202,506

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

7.1 1.5 2.2 0.2 11.0

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっています。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　北米　　　　　 　米国、カナダ

　(2)　欧州　　　　　 　英国、イタリア他

　(3)　アジア　　　　 　中国、シンガポール他

　(4)　その他の地域　 　ニュージーランド、ブラジル他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　

北米 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,475,178328,486 326,242 31,2362,161,144

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 15,561,009

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

9.5 2.1 2.1 0.2 13.9

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっています。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　北米　　　　　 　米国、カナダ

　(2)　欧州　　　　　 　英国、イタリア他

　(3)　アジア　　　　 　中国、シンガポール他

　(4)　その他の地域　 　ニュージーランド、ブラジル他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

162.49円 161.30円

　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日現在)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日現在)

純資産の部の合計額(千円) 7,834,629 7,774,463

普通株式に係る純資産額(千円) 7,810,830 7,756,239

差額の主な内訳(千円)

   少数株主持分 23,798 18,224

普通株式の発行済株式数(千株) 48,253 48,253

普通株式の自己株式数(千株) 184 167

1株当たりの純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

48,068 48,085

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 2.92円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 140,174

普通株式に係る四半期純利益(千円) 140,174

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 48,077
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △0.15円

潜在株式調整後１株当たり四半期純損失 ─円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純損失については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)(千円) △7,381

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △7,381

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 48,071

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

ロンシール工業株式会社

取締役会　御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　平　　山　　　昇　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　田　　信　　彦　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　濵　　田　　　尊　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロン

シール工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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